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平成１６年 平成１５年

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

皆
様
方
に
は
、
輝
か
し
い
新
春
を
お

迎
え
に
な
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
新
年
の
幕
開
け
と
と
も
に
、

新
た
に
「
紀
美
野
町
」
が
誕
生
い
た
し

ま
し
た
。
本
年
は
、
美
里
町
と
野
上
町

が
こ
こ
ろ
ざ
し
を
一
つ
に
し
て
、
新
た

に
紀
美
野
町
と
し
て
ス
タ
ー
ト
を
す
る

と
い
う
記
念
す
べ
き
年
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
歴
史
的
な
年
を
町
民
の
皆
様
と
と

も
に
迎
え
ら
れ
ま
す
こ
と
は
大
変
意
義

深
く
、
感
無
量
の
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

長
引
く
経
済
不
況
や
少
子
高
齢
化
が

進
展
す
る
と
い
う
大
変
厳
し
い
環
境
の

中
で
、
町
民
の
皆
様
が
安
心
し
て
生
活

を
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
は
、
財
政
基

盤
を
強
化
し
、
効
率
的
な
行
政
運
営
を

実
施
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
平
成
15
年
12

月
に
野
上
町
・
美
里
町
合
併
協
議
会
を

設
置
し
、
以
来
今
日
ま
で
15
回
に
お
よ

ぶ
協
議
会
を
経
て
、
紀
美
野
町
の
誕
生

と
な
っ
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の

間
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
ご
尽
力
を
賜
り

ま
し
た
関
係
各
位
、
そ
し
て
こ
の
合
併

に
深
い
ご
理
解
と
温
か
い
ご
協
力
を
賜

り
ま
し
た
町
民
の
皆
様
方
に
深
く
感
謝

を
申
し
上
げ
た
い
と
存
じ
ま
す
。

紀
美
野
町
の
ス
タ
ー
ト
は
、
未
来
へ

向
か
っ
て
の
新
た
な
歴
史
の
幕
開
け
で

も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
町
の
歴
史

の
中
で
築
か
れ
て
き
た
伝
統
や
文
化
を

も
と
に
、
郷
土
愛
に
満
ち
た
そ
れ
ぞ
れ

の
特
色
を
生
か
し
な
が
ら
、
個
性
の
光

る
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向

け
て
、
よ
り
一
層
努
力
し
て
い
く
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
様
方

に
は
更
な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

2

合
併
ま
で
の
主
な
経
緯

野
上
町
・
美
里
町
合
併
研
究
会
を
設

置
す
る
。（
同
事
務
所
を
野
上
町
下

佐
々
に
置
く
。）

10
月
１
日

野
上
町
及
び
美
里
町
の
地
域
が
合
併

重
点
支
援
地
域
に
指
定
さ
れ
る
。

野
上
町
・
美
里
町
合
併
協
議
会
を
設

置
す
る
。

12
月
16
日

〃

第
２
回
合
併
協
議
会
に
お
い
て
「
新

町
の
事
務
所
の
位
置
」
を
確
認
す
る
。

（
本
庁
舎：

野
上
町
役
場
、
支
所：

美

里
町
役
場
、
出
張
所：

両
町
の
出
張
所
）

２
月
５
日

第
６
回
合
併
協
議
会
に
お
い
て
「
合

併
の
期
日
」
を
平
成
18
年
１
月
１
日

と
す
る
事
を
確
認
す
る
。

６
月
２
日

新
町
ま
ち
づ
く
り
住
民
説
明
会
を
開

催
す
る
。（
野
上
町
内
３
会
場
、
美
里

町
内
５
会
場
）

６
月

第
９
回
合
併
協
議
会
に
お
い
て
「
新

町
の
名
称
」
を
「
紀
美
野
町
」
と
す

る
事
を
確
認
す
る
。

９
月
８
日
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

皆
様
に
は
す
が
す
が
し
い
新
春
を
お

迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
新
年
と
と
も
に
紀
美
野
町
が

誕
生
す
る
こ
と
と
な
り
重
ね
て
お
祝
い

申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
の
合
併
に
際
し
、
関
係
の
皆
様

の
こ
れ
ま
で
の
ご
尽
力
に
対
し
ま
し
て
、

あ
ら
た
め
て
敬
意
を
表
し
ま
す
。

さ
て
、
昨
今
の
厳
し
い
社
会
経
済
情

勢
の
中
、
合
併
に
よ
る
ス
ケ
ー
ル
メ
リ

ッ
ト
や
国
の
財
政
支
援
を
活
か
し
、
行

財
政
基
盤
の
強
化
を
図
る
こ
と
は
、
住

民
福
祉
の
維
持
・
向
上
と
地
域
全
体
の

発
展
に
と
っ
て
、
非
常
に
有
意
義
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。

当
地
域
に
お
い
て
は
、
み
か
ん
や
柿

な
ど
の
特
産
物
が
あ
り
、
緑
の
雇
用
対

策
事
業
に
よ
る
林
業
の
活
性
化
に
も
取

り
組
ま
れ
て
お
り
、
ま
た
天
文
台
や
生

石
高
原
、
貴
志
川
な
ど
の
清
流
と
い
っ

た
空
・
山
・
川
の
貴
重
な
地
域
資
源
を

有
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
、
住
民
の

方
々
と
行
政
・
議
会
が
一
緒
に
な
っ
て
、

新
町
ま
ち
づ
く
り
計
画
に
基
づ
き
、
紀

美
野
町
の
発
展
に
取
り
組
ま
れ
る
こ
と

と
存
じ
ま
す
が
、
県
と
し
ま
し
て
も
、

精
一
杯
の
支
援
を
行
っ
て
参
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
合
併
を
契
機
と
し
て
、
住
民
の

方
々
と
協
働
・
連
携
し
、
従
来
で
き
な

か
っ
た
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
を
今
後
展

開
さ
れ
、
紀
美
野
町
が
ま
す
ま
す
飛
躍

発
展
さ
れ
ま
す
よ
う
祈
念
い
た
し
ま
す
。

野
上
町
・
美
里
町
合
併
協
定
調
印
式

を
開
催
す
る
。

12
月
３
日

両
町
議
会
で
合
併
関
連
議
案
を
可
決

す
る
。

〃
17
日

和
歌
山
県
知
事
に
廃
置
分
合
申
請
書

を
提
出
す
る
。

〃
24
日

和
歌
山
県
議
会
で
野
上
町
及
び
美
里

町
廃
置
分
合
に
関
す
る
議
案
を
可
決

す
る
。

３
月
18
日

和
歌
山
県
知
事
か
ら
廃
置
分
合
の
決

定
書
が
交
付
さ
れ
る
。

〃
25
日

「
紀
美
野
町
」
設
置
に
つ
い
て
の
総
務

大
臣
に
よ
る
官
報
告
示
が
な
さ
れ
る
。

４
月
26
日

第
14
回
合
併
協
議
会
に
お
い
て
「
新

町
の
町
章
」
を
報
告
す
る
。

９
月
７
日

第
15
回
合
併
協
議
会
に
お
い
て
「
紀
美

野
町
長
職
務
執
行
者
」
を
報
告
す
る
。

12
月
７
日

野
上
町
・
美
里
町
合
併
協
議
会
を
廃

止
す
る
。

〃
31
日

紀
美
野
町
の
誕
生

１
月
１
日

平成18年



■
総
務
課

総
務
課
長
　
小
川
裕
康

総
務
課
主
幹
　
大
窪
茂
男

総
務
課
課
長
補
佐
　
大
東
淳
悟
　

石
本
恭
子
・
西
浦
祥
文
・
中
谷

昌
弘
・
坂
　
詳
吾
・
曲
里
充

司
・
田
中
英
明
・
吉
見
將
人
・

西
田
幸
広
・
高
田
真
孝
・
井
口

玄
・
西
谷
紗
希
・
中
前
貴
康

（
県
へ
派
遣
）・
結
城
伸
伍
（
県

へ
派
遣
）

生
活
安
全
室

生
活
安
全
室
長
　
峠
　
泰
男

東
浦
功
三
・
田
渕
鉄
也

総
務
課
付
議
会
担
当（
課
長
級
）

中
尾
隆
司
　

総
務
課
付
議
会
担
当（
課
長
級
）

岡
　
省
三

総
務
課
付
議
会
担
当
　
中
谷
典

代
・
尾
　
久
味
子

■
企
画
管
財
課

企
画
管
財
課
長

梶
谷
幸
司

（
土
地
開
発
公
社
事
務
局
長
兼

務
）

企
画
管
財
課
主
幹
　
田
和
定
通

企
画
管
財
課
課
長
補
佐
　
伊
東

実
（
土
地
開
発
公
社
事
務
局
次

長
兼
務
）

尾
浴
健
弘
・
米
田
和
弘
・
森
谷

克
美
・
山
本
正
起

■
税
務
課

税
務
課
長
　
裏
田
安
男

税
務
課
主
幹
　
平
松
泰
清

税
務
課
課
長
補
佐
　
鷲
谷
好
永

税
務
課
課
長
補
佐
　
古
田
泰
造

西
岡
尚
美
・
豊
田
裕
美
・
西
田

善
光
・
小
西
友
也
・
調
月
克

久
・
山
本
尚
史
・
西
原
直
子

■
住
民
課

住
民
課
長
　
西
山
修
平

住
民
課
課
長
補
佐
　
芝
崎
由
紀

子住
民
課
課
長
補
佐
　
中
居
伸
仁

裏
田
雅
男
・
谷
口
あ
つ
子
・
中

喜
美
・
西
岡
靖
倫
・
岡
見
栄
利

子
・
宮
本
敦
子
・
西
野
忠
男
・

若
林
佐
和
子

■
産
業
課

産
業
課
長
　
溝
上
孝
和

産
業
課
課
長
補
佐
　
増
谷
守
哉
　

井
上
育
代
・
上
東
敏
男
・
中

永
司
・
决
得
　
誠
・
今
野
和

真
・
長
尾
英
樹
・
芝
尾
和
希

■
建
設
課

建
設
課
長
　
大
竹
康
夫

建
設
課
主
幹
　
山
本
広
幸

建
設
課
課
長
補
佐
　
牛
居
秀
行

建
設
課
課
長
補
佐
　
椎
木
宏
修

田
中
克
治
・
北
山
　
仁
・
長
生

正
信
・
新
家
直
樹
・
井
上
昌
樹
・

別
院
秀
俊

■
保
健
福
祉
課
（
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
内
）

保
健
福
祉
課
長
　
井
上
　
章

保
健
福
祉
課
主
幹
　
吉
見
哲
三

（
紀
美
野
町
社
会
福
祉
協
議
会

派
遣
）

保
健
福
祉
課
主
幹
　
上
辻
乃
利

子
（
紀
美
野
町
社
会
福
祉
協
議

会
派
遣
）

保
健
福
祉
課
課
長
補
佐
　
中

義
夫
　

保
健
福
祉
課
課
長
補
佐
　
中
部

屋
清
子

保
健
福
祉
課
課
長
補
佐
　
宮
阪

学小
根
田
孝
子
・
奥
山
美
有
紀
・

西
浦
吉
子
・
湯
上
ひ
と
み
・
細

峪
康
則
・
下
東
眞
理
・
坂

直
・
湯
上
増
巳
・
井
上
公
子
・

殿
最
美
佳
・
黒
崎
智
帆
・
西
　

敏
子
・
長
生
光
代
・
中
林
千

珠
・
田
渕
晋
也
・
坂
本
由
紀
・

北
谷
香
織
・
日
野
晃
代

■
地
籍
調
査
課（
神
野
支
所
内
）

地
籍
調
査
課
長
　
岩
本
介
伸

地
籍
調
査
課
課
長
補
佐
　
岩
田

貞
二

前
野
忠
弘
・
楠
浴
敏
司
・
古
梅

恭
好
・
塚
田
勝
也
・
西
岡
啓
基

■
水
道
課
（
紀
美
野
町
浄
水
場
内
）

水
道
課
長
　
岡
本
卓
也

水
道
課
課
長
補
佐
　
中
村
公
彦

井
村
本
彦
・
太
田
具
文
・
野
口

浩
由
・
竹
本
芳
樹
・
横
山
睦
弘

■
会
計
課

会
計
課
長
　
山
本
倉
造

峠
し
げ
み
・
西
陰
地
智
子

消
防
本
部

消
防
長
　
七
良
浴
　
光

庶
務
課

庶
務
課
長
　
屋
野
和
司

庶
務
課
企
画
員
　
南
　
秀
秋（
役

場
よ
り
出
向
）

井
戸
向
朋
紀（
役
場
よ
り
出
向
）

警
防
課

警
防
課
長
　
家
本
　
宏

警
防
課
課
長
補
佐
　
谷
垣
内
英

雄
予
防
課

予
防
課
長
　
山
野
裕
亮

東
浦
宏
彰

消
防
署

消
防
署
長
　
七
良
浴
　
光

消
防
署
企
画
員
　
浦
　
好
昭

警
防
第
１
課

警
防
第
１
課
長
　
末
永
智
章

警
防
第
１
課
課
長
補
佐
　
横
出

浩
一

中
島
克
浩
・
池
根
修
弘
・
寺
中

秀
明
・
中
誠
吾
・
前
部
屋
裕

康
・
中
家
拓
哉
・
西
田
光
徳

警
防
第
２
課

警
防
第
２
課
長
　
柳
瀬
貴
治

警
防
第
２
課
課
長
補
佐
　
森
本

好
秀

岡
裏
　
崇
・
井
川
豊
一
・
鷲
本

育
生
・
西
谷
博
明
・
松
江
充

博
・
中
前
友
和
・
井
上
純
一

警
防
第
３
課

警
防
第
３
課
長
　
村
木
一
博

警
防
第
３
課
課
長
補
佐
　
谷
垣

内
英
雄

広
尾
嘉
紀
・
柏
原
孝
啓
・
須
摩

渕
　
茂
・
丸
尾
浩
司
・
久
保
博

規
・
奥
　
智
明
・
堂
西
一
男

教
育
委
員
会

教
育
次
長
　
森
　
勲
（
総
務
学

事
課
長
事
務
取
扱
）

■
総
務
学
事
課

総
務
学
事
課
長
　
森
　
勲

総
務
学
事
課
指
導
主
事
　
赤
阪

米
造

総
務
学
事
課
課
長
補
佐
　
川
嶋

早
苗

松
山
典
子
・
前
中
宏
之
・
小
西

佳
子
・
坂
　
昌
美
・
堀
　
拓

二
・
別
所
未
華
・
西
本
貴
哉

■
生
涯
学
習
課

生
涯
学
習
課
長
　
新
谷
勝
彦

生
涯
学
習
課
課
長
補
佐
　
上
田

え
み
子

東
　
始
見
・
湯
上
章
夫
・
中
屋

泰
典
・
小
田
雅
美
・
神
谷
　
勉

支
所
長
　
三
宅
敏
和

総
務
室

総
務
室
長
　
中
谷
嘉
夫

4

本
　
庁

神
野
支
所



総
務
室
室
長
補
佐
　
前
田
勇
人

仲
岡
み
ち
子
・
森
谷
善
彦
・
近

西
志
保

税
務
室

税
務
室
長
　
温
井
　
勝

税
務
室
室
長
補
佐
　
新
田
千
世

山
口
典
子

住
民
室

住
民
室
長
　
中
前
和
子

住
民
室
室
長
補
佐
　
西
岡
秀
育

新
谷
浩
一
郎
・
加
納
智
子

産
業
室

産
業
室
長
　
神
谷
幹
夫

産
業
室
室
長
補
佐
　
尾
花
延
弥

山
谷
裕
昭

建
設
室

建
設
室
長
　
仲
岡
孝
文

建
設
室
室
長
補
佐
　
西
切
博
充

北
谷
太
亮
・
浦
中
智
史

保
健
福
祉
室

保
健
福
祉
室
長
　
中
部
屋
恵
司

保
健
福
祉
室
室
長
補
佐
　
高
岡

さ
ち
子

温
井
啓
子
・
高
田
智
子
・
川
　

恵
里
子

水
道
室

水
道
室
長
　
植
田
幸
弘

水
道
室
室
長
補
佐
　
西
　
敏
明

（
県
へ
派
遣
）

山
本
訓
永
・
木
下
有
信
・
中
尾

佐
登
志
・
名
倉
慎
二

教
育
委
員
会
　
学
事
・
生
涯

学
習
室

学
事
・
生
涯
学
習
室
長
　
新
家

貞
一

学
事
・
生
涯
学
習
室
室
長
補
佐

温
井
秀
行

権
出
町
子
・
矢
動
丸
　
泰
・
豊

増
伸
治
・
小
澤
友
彦
・
藤
々
木

真
也

保
育
所

野
上
第
一
保
育
所

所
長
　
津
田
京
子
　

副
所
長
　
神
谷
洋
子

山
本
益
代
・
木
下
理
江
・
小
西

貴
美
・
阪
口
早
苗
・
西
浦
真
由

美
・
井
上
寛
子
・
向
江
裕
子
・

上
垣
内
千
津
美
・
松
下
久
美
子

野
上
第
二
保
育
所

所
長
　
山
本
加
代
子

坂
口
弥
生
・
梅
原
智
美
・
中
村

幸
・
中
谷
ア
キ

小
川
保
育
所

所
長
　
内
田
ヒ
ロ
ミ

北
原
恵
美
子
・
河
本
恵
美
子

神
野
保
育
所

所
長
　
川
上
圭
子

山
田
加
代
子
・
椎
木
朋
子
・
中

家
陽
子

毛
原
保
育
所

所
長
　
中
尾
早
子

山
本
雅
世
・
前
岡
明
子

小
学
校

野
上
小
学
校

若
林
美
恵
・
高
木
明
美
・
上
田

朝
子小

川
小
学
校

廣
尾
京
子

志
賀
野
小
学
校

西
切
万
里

中
学
校

野
上
中
学
校

岡
垣
内
千
鶴

診
療
所

長
谷
毛
原
診
療
所

所
長
　
岡
地
英
紀
（
国
吉
診
療

所
長
兼
務
）

南
　
節
子

国
吉
診
療
所
　

極
田
幸
代
（
長
谷
毛
原
診
療
所

兼
務
）・
浦
　
貴
子
・
植
田
江

美
（
長
谷
毛
原
診
療
所
兼
務)

真
国
・
細
野
診
療
所

田
口
悦
子
　

■
退
職
（
平
成
17
年
12
月
31
日
付
）

野
上
町

竹
谷
敏
和
（
建
設
課
長
）

志
賀
谷
安
昭
（
水
道
課
課
長
補
佐
）

竹
谷
陽
子
（
総
務
課
主
任
）

汲
原
早
苗
（
建
設
課
主
任
）

美
里
町

前
西
　
子
（
教
育
委
員
会
企
画
員
）

岡
　
博
誠
（
保
健
福
祉
課
長
）

前
　
邦
延
（
出
納
室
長
）

平
垣
守
彦
（
地
籍
課
企
画
員
）

仲
垣
内
正
人
（
文
化
セ
ン
タ
ー
専
門
員
）

広報�5

課・室名� 電話番号� 電話番号�課・室名�
議　会　事　務　局 ４８９－５９１４ 総　　　　務　　　　室 ４９５－３４７１�
総　　　　務　　　　課 ４８９－５９１２ 地　籍　調　査　課 ４９５－３４６１�
　　生　活　安　全　室 ４８９－５９０７ 税　　　　務　　　　室 ４９５－３４６５�
企　画　管　財　課 ４８９－５９１３ 住　　　　民　　　　室 ４９５－３４６３�
税　　　　務　　　　課 ４８９－５９０５ 産　　　　業　　　　室 ４９５－３４６２�
住　　　　民　　　　課 ４８９－５９０３ 建　　　　設　　　　室 ４９５－３４６０�
産　　　　業　　　　課 ４８９－５９０１ 保　健　福　祉　室  ４９５－３４６４�
建　　　　設　　　　課 ４８９－５９０４ 水　　　　道　　　　室 ４９５－３４６６�
保　健　福　祉　課 ４８９－９９６０（代表） 教　育　委　員　会 �
水　　　　道　　　　課 ４８９－２４７４ 　　学事・生涯学習室 

４９５－３４７３�

会　　　　計　　　　課 ４８９－５９０６ 小川出張所（小川診療所） ４８９－２４０１�
消　　防　　本　　部 ４８９－５１４６（代表） 志賀野出張所（志賀野診療所） ４８９－５１１２�
　　庶　　　務　　　課 ４８９－６３０１ 国吉出張所（国吉診療所） ４９８－０００２�
　　警　　　防　　　課 ４８９－６３０２ 長谷毛原出張所（長谷毛原診療所） ４９９－０３００�
　　予　　　防　　　課 ４８９－６３０３ 真国出張所（真国診療所） ４９７－０００２�
消　　　　防　　　　署 ４８９－６３００ 細　野　診　療　所 ４９７－０２４１�
教　育　委　員　会    �
　　総　務　学　事　課 

４８９－５９１０�

　　生　涯　学　習　課 ４８９－５９１５�

本
　
　
　
　
　
　
庁�

神
　
野
　
支
　
所�

出
張
所
・
診
療
所�

役場各課(室）へは直通電話をご利用下さい。！！�

※従来の代表番号、本庁（４８９－２４３０）
神野支所（４９５－２０２１）もご利用いただ
けます。

出
先
機
関



6

施設等の区分 施設・機関名 番号

児童館

保育所

小学校

動木児童館
小畑児童館
中央児童館
吉見児童館
吉野児童館
野上第一保育所
野上第二保育所
小川保育所
神野保育所
毛原保育所
野上小学校
野上小学校柴目長谷分校
小川小学校
志賀野小学校
毛原小学校
上神野小学校
下神野小学校

28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44

施設等の区分 施設・機関名 番号

中学校

高等学校

公園等

病院
老人福祉施設
宿泊施設
森林組合
斎場

警察署

野上中学校
美里中学校
長谷毛原中学校
大成高等学校
大成高等学校美里分校
のかみふれあい公園
山の家おいし
国保野上厚生病院
やすらぎ園
美里温泉かじか荘
和海森林組合
五色台広域施設組合
海南警察署野上幹部交番
海南警察署毛原宮警察官駐在所
海南警察署神野市場警察官駐在所
海南警察署真国宮警察官駐在所

45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58
59
60

国道370号�

長谷宮�

毛原宮�

毛原上�

毛原中�

谷�

勝　谷�

四　郷�

円明寺�

小　西�

毛原下�中�田�

今　西�
滝ノ川�

明　添�

初生谷�

高
　
畑�

桂
　
瀬�

花
野
原�

�

松ケ峯�

菅�
　沢�

北野�

23

22

54
6

9

49 42

58
7 37

12 47
18

23 みさと天文台�

54 美里温泉かじか荘�2 神野支所�



広報�広報�

施設等の区分 施設・機関名 番号

役場

消防本部・署

出張所・
診療所他

保健センター
等
上水道

本庁
神野支所
紀美野町消防本部（消防署）
小川出張所（診療所）
志賀野出張所（診療所）
国吉出張所（診療所）
長谷毛原出張所（診療所）
真国出張所（診療所）
細野診療所
町民会館
総合福祉センター
長谷毛原健康センター
紀美野町浄水場

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13

7

津　川�永谷�

大　角�

三尾川�

赤　木�南　畑�

真
国
宮�

東
　
野�

蓑
津
呂�

蓑
垣
内�

神
野
市
場�

井
　
堰�柴　目�

小　畑�

国木原�

釜　滝�

西　野�

長　谷�

吉　野�

下佐々�

福　田�

松　瀬�

福　井�

動　木�

坂　本�

安　井�

奥佐々�

箕　六�

樋　下�

上ケ井�

野�
中�

鎌　滝�

中　田�

梅　本�

1 21

3914 15

28

29 33
38

30
3
4516

13

32

34
5311

31

4852
57

35
440

25

51

46
36
17
10 59
55

20
44 2

526

50

56

41

27 8 60

43

19
24

施設等の区分 施設・機関名 番号

運動施設

文化施設

総合運動場
野上勤労者体育センター
武道館
農村総合センター
毛原公園（毛原の郷）
上神野公園広場
文化センター
中央公民館
セミナーハウス未来塾
みさと天文台
自然体験世代交流センター
小川地区公民館
志賀野地区公民館
真国区民センター

14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27

紀美野町の公共施設等はここにあります。

50 のかみふれあい公園�

1 役場本庁�

51 山の家おいし（生石高原）�



12
月
２
日
金
曜
日
、
美
里
町
文
化
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
美
里
町
、
美
里
町

人
権
委
員
会
、美
里
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
、

美
里
町
教
育
委
員
会
の
主
催
の
も
と
、

人
権
啓
発
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
き
ら
き
ら

風
の
旅
冒
険
」
が
わ
ら
び
座
に
よ
り
上

演
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
は
、
人
権
を
考

え
る
強
調
月
間
の
取
組
と
し
て
行
わ
れ

た
も
の
で
、「
家
族
っ
て
何
だ
ろ
う
、

い
の
ち
っ
て
ど
ん
な
も
の
だ
ろ
う
」
と

考
え
る
機
会
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
で

し
た
。

会
場
に
は
、
小
さ
な
お
子
さ
ん
か
ら

大
人
ま
で
約
２
０
０
人
が
集
ま
り
、
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
を
と
お
し
て
人
権
と
い
う

課
題
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

12
月
11
日
、
第
31
回
美
里
町
マ
ラ
ソ

ン
大
会
が
美
里
町
農
村
総
合
セ
ン
タ
ー

で
総
勢
２
４
４
名
の
参
加
の
も
と
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

大
会
は
、
参
加
者
全
員
に
よ
る
準
備

運
動
の
あ
と
、
小
学
生
１
〜
６
年
生
、

中
学
生
男
子
・
女
子
、
一
般
男
女
の
ほ

か
、
申
告
タ
イ
ム
制
マ
ラ
ソ
ン
、
申
告

タ
イ
ム
制
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
部
に
分
か

れ
、
元
気
に
ス
タ
ー
ト
し
て
い
き
ま
し

た
。選

手
の
皆
さ
ん
は
、
野
中
地
区
を
通

り
新
宮
橋
ま
で
の
間
の
コ
ー
ス
を
、
白

い
息
を
吐
き
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー

ス
で
走
り
、
寒
さ
を
忘
れ
爽
快
な
汗
を

流
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆

さ
ま
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

8

人
権
啓
発
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
き
ら
き
ら

風
の
旅
冒
険
」

第
31
回
美
里
町

マ
ラ
ソ
ン
大
会開

　
催
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12
月
14
日（
水
）、
中
央
公
民
館
で
ピ

ヨ
ピ
ヨ
教
室
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
が
子
ど

も
た
ち
や
そ
の
保
護
者
、
小
学
生
ら
約

70
人
が
参
加
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。
ピ

ヨ
ピ
ヨ
教
室
は
、
保
育
所
入
所
前
の
２

〜
３
歳
の
子
ど
も
と
保
護
者
を
対
象

に
、
集
団
で
の
遊
び
を
親
子
で
体
験
す

る
と
と
も
に
食
事
や
歯
み
が
き
な
ど
の

基
本
的
な
生
活
習
慣
を
整
え
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
年
間
４
回
開
か
れ
て
い

ま
す
。

最
終
回
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
で
は
、
子

ど
も
た
ち
に
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
手

遊
び
の
ほ
か
、
野
上
小
学
校
６
年
１
組

の
児
童
の
皆
さ
ん
に
よ
る
ア
ン
パ
ン
マ

ン
の
劇
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
子
ど
も
た
ち
も
ダ
ン
ス
を
踊
っ
た

り
し
て
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
最
後
に
子
ど
も
た
ち
に
サ

ン
タ
ク
ロ
ー
ス
と
小
学
生
か
ら
ク
リ
ス

マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
配
ら
れ
ま
し
た
。

各
地
で
子
ど
も
が
被
害
者
と
な
る
凶

悪
な
事
件
が
起
き
、
ま
た
、
不
審
者
に

よ
る
様
々
な
事
件
が
相
次
い
で
い
ま

す
。志

賀
野
小
学
校
で
は
、
子
ど
も
の
安

全
を
よ
り
確
か
な
も
の
と
す
る
た
め

に
、
人
権
委
員
・
更
生
保
護
婦
人
会
・

地
域
安
全
推
進
員
・
区
長
・
民
生
委
員

等
各
方
面
の
方
々
の
協
力
を
得
て
、

「
子
ど
も
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
」
の
会
を

発
足
し
ま
し
た
。
校
区
内
に
は
人
気
の

少
な
い
通
学
路
が
あ
る
上
に
、
児
童
数

の
減
少
か
ら
子
ど
も
が
一
人
で
行
き
帰

り
す
る
こ
と
も
多
く
な
り
、
不
安
な
こ

と
が
多
々
あ
り
ま
す
。
学
校
で
は
、
全

校
集
会
や
学
級
指
導
に
お
い
て
不
審
者

に
注
意
す
る
こ
と
を
指
導
し
、
子
ど
も

た
ち
は
、
防
犯
ブ
ザ
ー
と
赤
い
ホ
イ
ッ

ス
ル
を
携
行
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

子
ど
も
の
安
全
確
保
は
万
全
と
は
い
え

な
い
こ
と
か
ら
、
今
回
の
会
の
発
足
と

な
り
ま
し
た
。

具
体
的
な
活
動
内
容
は
、「
子
ど
も

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
」
の
ス
テ
ッ
カ
ー
を

車
内
の
運
転
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
場
所

に
掲
示
し
、
地
区
の
中
を
通
行
す
る
と

き
、
子
ど
も
た
ち
の
様
子
や
地
区
の
様

子
を
観
察
・
監
視
し
、
子
ど
も
た
ち
に

声
か
け
を
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で

す
。手

始
め
に
各
団
体
の
代
表
の
方
々
と

保
護
者
が
中
心
に
な
っ
て
行
い
、
他
に

も
協
力
い
た
だ
け
る
方
が
い
た
ら
お
願

い
し
た
い
と
の
こ
と
で
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
活
動
は
、
犯
罪
を

未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
目
的
で
す
が
、
こ

の
こ
と
で
、
地
域
の
方
々
と
子
ど
も
た

ち
と
の
交
流
が
よ
り
い
っ
そ
う
深
ま
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

ピ
ヨ
ピ
ヨ
教
室
の

ク
リ
ス
マ
ス
会
開
か
れ
る
!!

「
子
ど
も
安
全
パ
ト

ロ
ー
ル
」
の
会
発
足

志
賀
野
小
学
校



行　事� 対　象� 時　間� 場　所�

４日（水）�

10日（火）�

11日（水）�

�

�

12日（木）�

�

�

16日（月）�

18日（水）�

�

�

�

�

20日（金）�

�

23日（月）�

24日（火）�

25日（水）�

�

26日（木）�

�

27日（金）�

28日（土）�

�

�

30日（月）�

31日（火）�

健康相談�

保育所開放（ミニミニ通所）�

もぐもぐタイム（離乳食教室）�

ミニミニ通所（保育所開放）�

健康相談�

４か月児健診�

麻しん�

保育所開放（ミニミニ通所）�

保育所開放（ミニミニ通所）�

コアラ教室�

�

�

保育所開放（ミニミニ通所）�

健康相談�

三種混合�

風しん�

献血�

保育所開放（ミニミニ通所）�

保育所開放（ミニミニ通所）�

健康相談�

４か月児健診�

保育所開放（ミニミニ通所）�

妊婦教室�

カンガルー教室�

�

�

保育所開放（ミニミニ通所）�

ＢＣＧ�

町民�

�

Ｈ17.5.1～17.6.30生まれ�

�

町民�

Ｈ17.8.22～17.9.11生まれ�

Ｈ10.7.13～17.1.12生まれ�

�

�

町内在住の１歳６か月�

以上の保育所未入所の�

子どもと保護者�

�

町民�

Ｈ10.8.1～16.7.31生まれ�

Ｈ10.7.21～16.12.16生まれ�

�

�

�

町民�

Ｈ17.9.12～17.9.25生まれ�

�

妊婦�

町内在住の５か月から�

１歳６か月頃までの�

子どもと保護者�

�

Ｈ17.8.1～17.10.31生まれ�

  9：00～11：00�

10：00～11：30�

�

�

  9：00～11：00�

�

13：30集合�

10：00～11：30�

10：00～11：30�

  9：30～11：30�

�

�

10：00～11：30�

  9：00～11：00�

�

15：30集合�

10：00～16：00�

10：00～11：30�

10：00～11：30�

 ９：00～11：00�

�

10：00～11：30�

13：30～15：30�

  9：30～11：00�

�

�

10：00～11：30�

�

総合福祉センター（旧野上町）�

第一保育所（旧野上町）�

総合福祉センター（旧野上町）�

毛原保育所（旧美里町）�

総合福祉センター（旧野上町）�

海南市保健福祉センター�

小馬場医院（旧美里町）�

小川保育所（旧野上町）�

第二保育所（旧野上町）�

子育て支援センター�

（旧野上町）�

�

神野保育所（旧美里町）�

総合福祉センター（旧野上町）�

総合福祉センター（旧野上町）�

谷田クリニック（旧野上町）�

神野支所（旧美里町）�

第一保育所（旧野上町）�

毛原保育所（旧美里町）�

総合福祉センター（旧野上町）�

海南市保健福祉センター�

小川保育所（旧野上町）�

総合福祉センター（旧野上町）�

子育て支援センター�

（旧野上町）�

�

第二保育所（旧野上町）�

総合福祉センター（旧野上町）�

（受付）９：00～９：30

（受付）13：00～13：30

（受付）13：00～13：30

（受付）13：00～13：30

（受付）13：00～13：30

施　　　　　　設� 開　放　時　間� 開　　放　　日�

子育て支援センター（第二保育所）�

�

プレイルーム（紀美野町総合福祉センター）�

午前９時～11時30分�

午後２時～４時30分�

午前９時～午後５時�

毎週１回　　月曜日�

�

毎週　火曜日～日曜日�

10
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月曜日～金曜日 9:00～17:00

1 月10日（火） 9:00～11:00
24日（火） 9:00～11:00健 康 相 談

1 月 5 日（木） 13:30～
19日（木） 13:30～
24日（火） 13:30～

※予約制です

1 月10日（火） 9:00～11:00
24日（火） 9:00～11:00 

水 質 検 査

健康診断書の作成
一般健康相談

心の健康上、不安をもつ方及び家族

※精神科専門医師が相談に応じます。

こ こ ろ の
健 康 相 談

お問い合わせ、お申し込みは、海南保健所まで 海南市大野中９３９ （電話　４８２－０６００）

エ イ ズ 検 査 エイズの各種相談 1 月10日（火） 9:00～11:00
24日（火） 9:00～11:00

検 便

化学検査　菌検査

赤痢菌　サルモネラ菌　大腸菌

1 月10日（火） 9:00～11:00
16日（月） 9:00～11:00

骨 髄 バ ン ク
登 録 検 査

骨髄提供者（ドナー）の登録をするた
めの血液検査と登録手続きを行いま
す。

1 月10日（火） 10:30～11:30
24日（火） 10:30～11:30

※予約制です

医 療 安 全 相 談 医療に関する各種相談に応じます。

事業名 対象・内容等 日　　　時

平成18年度
保育所入所手続きのお知らせ

平成18年度保育所入所児童を募集します。

●対象児　紀美野町に在住し、家庭内において日々の保育に欠け集団保育可能な児童。
平成18年４月１日現在で満２歳以上であること。
（但し、野上第一保育所・神野保育所は満１歳以上なら可）

●入所申込手続き
新規に入所を申し込まれる方は、事前に紀美野町総合福祉センター内保健福祉課及び神野支
所保健福祉室で必要な書類を受け取り、受付期間内に紀美野町総合福祉センター内保健福祉課
または神野支所保健福祉室へ提出してください。また年度途中から入所を希望される方も必ず
手続きをしておいてください。入所の手続きをしていない場合は、希望にそえないこともあり
ます。
在園児については、保育所で書類を受け取り受付期間内に各保育所に提出してください。

●町内保育所
野上第一保育所　紀美野町動木１５６番地　　　TEL ４８９－２１４４
野上第二保育所　紀美野町下佐々１３６３番地　TEL ４８９－４９５３
小川保育所　　　紀美野町中田５番地１　　　　TEL ４８９－２４０５
神野保育所　　　紀美野町神野市場７８番地　　TEL ４９５－２０４９
毛原保育所　　　紀美野町毛原宮２０４番地　　TEL ４９９－０１３１

●保育時間
（通常保育） 平　日　　午前８時３０分～午後　４時３０分

土　曜　　午前８時３０分～午前１１時３０分
（延長保育：野上第一保育所・神野保育所のみ）

平　日　　午前７時１５分～午後　６時３０分
土　曜　　午前７時１５分～午後　１時００分

●受付期間 平成１８年１月４日（水）～１月３１日（火）

詳しいことは、本庁保健福祉課（TEL４８９－９９６０）
または神野支所保健福祉室（TEL４９５－２０２１）にお問い合わせください。
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野
上
町
と
美
里
町
が
合
併

し
、
新
し
く
「
紀
美
野
町
」
に

変
わ
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
現
在
受
給
さ
れ

て
い
る
年
金
に
関
す
る
届
書
に

つ
い
て
は
、
新
し
い
町
名
で
送

付
す
べ
き
と
こ
ろ
で
す
が
、
左

記
の
届
書
に
つ
い
て
、
住
所
変

更
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
関
係

上
、
旧
町
名
で
送
付
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が

ご
理
解
と
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

○
現
況
届

１
月
生
ま
れ
の
方
、
２
月
生

ま
れ
の
方
に
つ
い
て
は
旧
町
名

で
送
付
と
な
り
ま
す
。

３
月
生
ま
れ
の
方
か
ら
新
町

名
で
送
付
さ
れ
ま
す
。

○
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金

を
受
給
し
て
い
る
65
歳
到
達
者

へ
の
裁
定
請
求
書
（
ハ
ガ
キ
）

昭
和
16
年
１
月
２
日
生
ま
れ

か
ら
昭
和
16
年
２
月
１
日
生
ま

れ
の
方
に
つ
い
て
は
旧
町
名
で

送
付
と
な
り
ま
す
。
昭
和
16
年

２
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
方
か

ら
新
町
名
で
送
付
さ
れ
ま
す
。

○
そ
の
他

１
月
に
送
付
す
る
お
知
ら
せ

は
旧
町
名
で
送
付
さ
れ
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

本
庁
住
民
課

（
TEL
４
８
９
―
５
９
０
３
）

神
野
支
所
住
民
室

（
TEL
４
９
５
―
３
４
６
３
）

○
水
道
料
金

当
分
の
間
は
、
そ
れ
ぞ
れ
旧

町
の
制
度
を
維
持
し
、
料
金
は

現
行
の
と
お
り
で
す
。

○
分
担
金
（
加
入
金
）

当
分
の
間
は
、
そ
れ
ぞ
れ
旧

町
の
制
度
を
維
持
し
、
料
金
は

現
行
の
と
お
り
で
す
。

○
水
道
料
金
の
口
座
振
替
日

毎
月
25
日（
旧
美
里
町
で
振
替

さ
れ
て
い
た
方
は
、１
月
分
よ
り

17
日
か
ら
25
日
へ
の
変
更
に
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。）

○
手
数
料

平
成
18
年
１
月
１
日
か
ら
次

の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

最
近
、
水
道
課
の
職
員
を
装

っ
た
り
、
水
道
か
ら
来
ま
し
た

等
と
偽
り
、
水
道
管
が
汚
れ
て

い
る
・
水
質
が
悪
い
等
と
し

て
、
水
質
検
査
を
行
っ
て
浄
水

器
を
販
売
し
た
り
、
水
道
管
の

洗
浄
清
掃
行
為
を
し
て
代
金
を

支
払
わ
せ
る
等
の
詐
欺
ま
が
い

な
業
者
が
ご
家
庭
を
訪
れ
て
い

ま
す
。

メ
ー
タ
ー
器
か
ら
家
側
の
内

管
に
つ
い
て
は
、
あ
く
ま
で
も

お
客
様
の
管
理
に
な
り
ま
す
の

で
、
浄
水
器
を
付
け
る
・
洗
浄

を
す
る
等
は
あ
く
ま
で
も
個
人

の
判
断
と
な
り
ま
す
。

水
道
課
で
は
お
客
様
の
直
接

依
頼
が
な
い
限
り
、
そ
の
よ
う

な
販
売
行
為
や
洗
浄
行
為
を
奨

励
し
た
り
斡
旋
し
た
り
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
水
道
法

に
基
づ
く
水
質
管
理
を
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
通
常
の
使
用
に

お
い
て
洗
浄
等
が
必
要
に
な
る

と
い
う
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い

と
思
わ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

本
庁
水
道
課

（
TEL
４
８
９
―
２
４
７
４
）

神
野
支
所
水
道
室

（
TEL
４
９
５
―
３
４
６
６
）

１
月
31
日
納
期
限
の
町
税
等

は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

お
忘
れ
の
な
い
よ
う
納
め
て

く
だ
さ
い
。

・
住
民
税
第
４
期
分

【
旧
野
上
町
・
旧
美
里
町
】

・
国
民
健
康
保
険
税
第
４
期
分
　

【
旧
野
上
町
】

・
介
護
保
険
料（
普
通
徴
収
分
）

第
４
期
分

【
旧
野
上
町
】

納
税
に
は
便
利
で
安
全
、
確

実
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

本
庁
税
務
課

（
TEL
４
８
９
―
５
９
０
５
）

神
野
支
所
税
務
室

（
TEL
４
９
５
―
３
４
６
５
）

合
併
に
伴
う
紀
美
野
町
長
選

挙
が
、
本
年
２
月
に
執
行
さ
れ

る
予
定
で
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
選
挙

に
立
候
補
を
予
定
さ
れ
て
い
る

方
々
に
御
参
集
を
い
た
だ
き
、

公
職
選
挙
法
の
説
明
、
立
候
補

手
続
き
等
に
つ
い
て
の
説
明
会

を
次
の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま

す
。立

候
補
予
定
者
（
代
理
人
で

も
よ
い
）
は
、
必
ず
御
出
席
を

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

記

日
　
時

平
成
18
年
１
月
20
日（
金
）

午
後
１
時
30
分
よ
り

場
　
所

紀
美
野
町
役
場
　
２
階

２
Ｂ
会
議
室

お
問
い
合
わ
せ

紀
美
野
町
選
挙
管
理
委
員
会

（
TEL
４
８
９
―
５
９
１
２
）

年
金
受
給
権
者
の

み
な
さ
ま
へ

水
道
課
か
ら

お
知
ら
せ
し
ま
す

種　　　　別

給水装置工事設計

給水装置工事設計審査

給水装置工事検査

指定給水装置工事事業者申請

１件 1,000円

１件 500円

１件 2,500円

１件10,000円

手　数　料

詐
欺
ま
が
い
な
業
者
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

町
税
等
の
納
付に

つ
い
て

紀
美
野
町
長
選
挙
立

候
補
予
定
者
説
明
会

の
開
催
に
つ
い
て
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【
メ
イ
ン
標
語
】

急
ぐ
ほ
ど
　
正
し
く

は
っ
き
り
　
１
１
０
番

【
サ
ブ
標
語
】

警
察
相
談
　
か
け
て
安
心

＃
９
１
１
０

（
４
３
２
―
０
１
１
０)

１
１
０
番
通
報
制
度
は
、

「
早
く
通
報
を
い
た
だ
き
、
早

く
現
場
に
赴
い
て
」
犯
人
を
検

挙
、被
害
者
の
救
護
等
を
迅
速
、

適
切
に
行
う
た
め
の
も
の
で

す
。皆

さ
ん
、
１
１
０
番
を
、「
よ

り
身
近
に
、
よ
り
上
手
に
」
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

〜
ま
ず
“落
ち
着
い
て
く
だ
さ

い
”
〜

・
な
に
が
あ
っ
た
の
か
。

・
ど
こ
で
あ
っ
た
の
か
。

・
い
つ
頃
お
こ
っ
た
の
か
。

・
今
、
ど
う
な
っ
て
い
る
か
、

犯
人
の
特
徴
は
？
逃
亡
方
向

は
？

・
あ
な
た
の
住
所
、氏
名
、電
話

番
号（
携
帯
電
話
番
号
）は
？

〜
ま
ず
“
車
を
止
め
て
か
ら
通

報
”
〜

・
ま
ず
携
帯
電
話
や
Ｐ
Ｈ
Ｓ
で

あ
る
こ
と
を
言
っ
て
く
だ
さ

い
。

・
現
場
の
市
町
村
名
を
伝
え
て

く
だ
さ
い
。

・
現
場
を
離
れ
な
い
で
く
だ
さ

い
。

・
移
動
し
な
が
ら
話
さ
な
い
で

く
だ
さ
い
。

・
通
報
後
、
し
ば
ら
く
電
源
を

い
れ
た
ま
ま
に
し
て
く
だ
さ

い
。

ま
た
、和
歌
山
県
警
察
で
は
、

地
図
自
動
検
索
シ
ス
テ
ム
、
パ

ト
カ
ー
の
動
態
管
理
シ
ス
テ
ム

の
導
入
な
ど
通
信
指
令
シ
ス
テ

ム
を
整
備
し
、
パ
ト
カ
ー
の
到

着
時
間
を
短
縮
す
る
な
ど
犯
人

の
検
挙
、
事
件
の
早
期
解
決
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

和
歌
山
県
警
察

あ
わ
て
る
な振

り
込
む
前
に相

談
を

オ
レ
オ
レ
詐
欺
と
は
、
電
話

で
「
オ
レ
だ
よ
、
交
通
事
故
を

起
こ
し
て
し
ま
っ
て
示
談
金
が

い
る
。」「
旦
那
さ
ん
が
痴
漢
を

し
て
、
示
談
金
が
必
要
で
す
。」

な
ど
と
子
ど
も
や
孫
を
装
っ
た

り
、
警
察
官
や
弁
護
士
な
ど
を

か
た
っ
て
お
金
を
ダ
マ
し
取
る

手
口
で
す
。

○
す
ぐ
振
り
込
ま
な
い
。

○
自
分
か
ら
子
ど
も
や
孫
の
名

前
を
言
わ
な
い
。

○「
折
り
返
し
電
話
す
る
」
な

ど
と
言
っ
て
、
相
手
側
の
電

話
番
号
を
確
認
す
る
。

○
一
人
で
考
え
込
ま
ず
に
、
必

ず
家
族
や
警
察
な
ど
に
相
談

す
る
。

海
南
警
察
署

（
TEL
４
８
２
―
０
１
１
０
）

教
　
養
　
学
　
部

全
科
履
修
生

18
歳
以
上

【
大
学
卒
業
「
学
士
の
取
得
」

を
目
指
す
】

選
科
履
修
生
　
　
15
歳
以
上

【
１
年
間
在
学
し
、
希
望
の
科

目
を
学
ぶ
】

科
目
履
修
生
　
　
15
歳
以
上

【
６
ヶ
月
在
学
し
、
希
望
の
科

目
を
選
ぶ
】

大

学
　
院

修
士
選
科
生
　
　
18
歳
以
上

【
１
年
間
在
学
し
、
希
望
の
科

目
を
選
ぶ
】

修
士
科
目
生
　
　
18
歳
以
上

【
６
ヶ
月
在
学
し
、
希
望
の
科

目
を
選
ぶ
】

出
願
期
日

平
成
18
年
２
月
28
日
（
火
）

お
問
い
合
わ
せ

放
送
大
学
和
歌
山
学
習
セ
ン
タ
ー

（
TEL
４
３
１
―
０
３
６
０
）

１
月
10
日
は
、

「
１
１
０
番
の
日
」

【
１
１
０
番
通
報
の
ポ
イ
ン
ト
】

【
携
帯
電
話
や
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら

１
１
０
番
通
報
す
る
と
き
は
】

振
り
込
め
詐
欺
に

ご
用
心
！

オ
レ
オ
レ
詐
欺

被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に

平
成
18
年
度
第
１
学
期

放
送
大
学
学
生
募
集

法務局から訂正のお知らせ
12月発行の広報のかみ（旧野上町）10ページ、広報
みさと（旧美里町）10ページに掲載しました法務局か
らのお知らせについて誤りがありましたので、次のと
おり訂正いたします。
【訂正前】
４．会社・法人の代表者の住所について
みなし規定があります。また、順次法務局において

変更の処理をいたしますので、申請手続等をしていた
だく必要はありません。
【訂正後】
４．会社・法人の代表者の住所について
みなし規定がありますので、特に変更する必要があ
る方（※）を除き、申請手続きをしていただく必要は
ありません。
※登記簿上の住所等を「紀美野町」に変更する必要が
ある方については、別途、登記申請をしていただく
ことになりますので、手続方法等を和歌山地方法務
局海南出張所へお問い合わせ願います。
なお、掲載文の誤りによりご迷惑をおかけした方々
に心よりお詫び申し上げます。

和歌山地方法務局海南出張所（TEL 483－3146）



中
央
公
民
館
長
挨
拶

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
は
合
併
元
年
、
紀
美
野

町
の
輝
か
し
い
幕
開
け
の
年
で

す
。

新
町
は
、「
空
・
山
・
川
の
ふ
れ

あ
い
の
あ
る
美
し
い
ふ
る
さ
と
」

を
テ
ー
マ
に
出
発
し
ま
す
。
旧

町
の
そ
れ
ぞ
れ
の
長
所
を
生
か

し
な
が
ら
、
新
し
い
生
涯
学
習

を
模
索
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

そ
の
基
礎
と
な
る
生
涯
学
習
施

設
は
地
区
に
公
民
館
・
体
育
館

を
始
め
充
実
し
て
い
る
と
思
い

ま
す
の
で
、
内
容
を
高
め
て
い

き
た
い
も
の
で
す
。
公
民
館
活

動
、一
人
一
趣
味
運
動
、健
康
体

力
づ
く
り
を
通
じ
て
、
生
き
が

い
の
あ
る
人
生
に
し
ま
し
ょ
う
。

昨
年
は
、
子
ど
も
に
と
っ
て

非
常
に
悲
し
い
事
件
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、
た
く
さ
ん
の

地
域
に
子
ど
も
を
守
る
運
動
が

起
こ
り
ま
し
た
。
登
下
校
時
、

児
童
を
見
守
る
、
注
意
を
払
う

な
ど
、
安
全
・
安
心
な
町
に
す

る
た
め
、
今
後
一
層
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

二
十
一
世
紀
も
５
年
が
過
ぎ

ま
し
た
が
、
近
年
の
人
口
の
減

少
、
と
り
わ
け
少
子
高
齢
化
が

進
ん
で
い
ま
す
。
紀
美
野
町
は

人
口
一
万
二
千
人
、
15
歳
以
下

11
％
、
高
齢
化
率
34
％
で
、
町

と
し
て
は
非
常
に
高
い
率
で

す
。
少
子
時
代
で
す
が
、
児
童

の
子
育
て
支
援
な
ど
課
題
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

生
涯
学
習
活
動
を
通
し
て
い
ろ

い
ろ
な
ふ
れ
あ
い
の
輪
が
広
が

っ
て
い
ま
す
。

新
町
紀
美
野
町
に
は
、
公
民

館
・
運
動
広
場
・
体
育
館
・
天

文
台
・
公
園
・
高
原
な
ど
生
涯

学
習
施
設
や
自
然
環
境
が
充
実

し
て
い
ま
す
。
こ
の
施
設
や
環

境
を
生
か
し
、
活
力
の
あ
る
、

住
み
よ
い
町
「
紀
美
野
町
」
を

み
ん
な
で
つ
く
っ
て
い
き
ま
し

ょ
う
。紀

美
野
町
中
央
公
民
館
長

志
賀
野
地
区
合
同
文
化
祭

★
志
賀
野
地
区
公
民
館
文
化
祭

１
月
28
日
（
土
）
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
９
時
30
分

１
月
29
日
（
日
）
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
４
時

■
展
　
　
示

ビ
ー
ズ
ア
ク
セ
サ
リ
ー
、
寄

せ
植
え
、
書
、
パ
ソ
コ
ン
作

品
、
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
フ
ラ

ワ
ー
、
一
般
作
品
、
小
学
校

児
童
作
品

■
披
　
　
露

料
理
サ
ー
ク
ル

（
肉
ま
ん
の
試
食
あ
り
ま
す
）

■
茶
　
　
席

午
後
０
時
30
分
〜
午
後
３
時

30
分

■
芸
能
大
会

午
後
０
時
30
分
〜
午
後
３
時

30
分
　
腹
話
術
　
浦
恭
将
氏

（
紀
美
野
町
）
も
出
演

★
両
日
ご
来
館
の
方
に
プ
レ
ゼ

ン
ト

ビ
ー
ズ
ア
ク
セ
サ
リ
ー
講
座

よ
り
ビ
ー
ズ
ア
ク
セ
サ
リ
ー

を
、
花
つ
く
り
講
座
よ
り
花

苗
を
差
し
上
げ
ま
す
。（
数

に
限
り
が
あ
り
ま
す
）

★
志
賀
野
小
学
校
学
習
発
表
会

午
後
１
時
〜
午
後
３
時

14



広報�

万
華
鏡
を
つ
く
り
ま
し
た

去
る
11
月
27
日
（
日
）
に
文

化
セ
ン
タ
ー
ホ
ワ
イ
エ
で
青
少

年
セ
ン
タ
ー
・
文
化
セ
ン
タ
ー

図
書
室
共
催
の
イ
ベ
ン
ト
「
万

華
鏡
を
つ
く
ろ
う
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
24
人
の
子
ど
も
た

ち
が
そ
れ
ぞ
れ
持
ち
よ
っ
た
ビ

ー
ズ
や
貝
が
ら
を
使
い
、
個
性

ゆ
た
か
な
万
華
鏡
を
つ
く
り
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
か
ら
は

「
最
初
は
難
し
い
と
お
も
っ
た

け
ど
ち
ゃ
ん
と
作
れ
て
よ
か
っ

た
」「
手
伝
っ
て
く
れ
て
あ
り

が
と
う
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ

ま
し
た
。
鏡
を
は
り
合
わ
せ
る

と
こ
ろ
が
難
し
か
っ
た
よ
う
で

す
が
、
保
護
者
や
友
だ
ち
の
協

力
を
得
て
、
き
れ
い
な
万
華
鏡

が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

家
庭
教
育
や
地
域
の
教
育
力

が
叫
ば
れ
る
中
で
、家
庭
、学
校
、

地
域
が
三
位
一
体
と
な
っ
て
、

子
ど
も
と
大
人
が
共
に
集
い
、

子
ど
も
に
様
々
な
活
動
機
会
を

提
供
す
る
と
共
に
、
そ
こ
に
集

う
大
人
同
士
の
交
流
や
学
習
も

促
進
す
る
場
と
し
て
、
ふ
れ
あ

い
ル
ー
ム
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

小
、
中
学
生
の
み
な
さ
ん
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
大
人
の
方

の
参
加
や
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

★
こ
ま
を
つ
く
ろ
う
！

４
日（
水
）・
11
日（
水
）

★
こ
ま
で
あ
そ
ぼ
う
！

25
日（
水
）

ど
ち
ら
も
中
央
公
民
館
保
育
室

で
午
後
２
時
30
分
〜
午
後
５
時

★
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

（「
野
い
ち
ご
の
会
」の
み
な
さ
ん
）

中
央
公
民
館
保
育
室
で
午
後
２

時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

図
書
室
案
内

●
本
の
貸
出
し

町
内
に
在
住
の
方
、
通
勤
・

通
学
さ
れ
て
い
る
方
な
ら
、
ど

な
た
で
も
借
り
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ひ
と
り
５
冊
ま
で
２
週

間
借
り
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

？
本
を
借
り
る
に
は
？

図
書
室
利
用
者
カ
ー
ド
が
必

要
で
す
。
初
め
て
の
方
は
利
用

者
登
録
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
ご
本
人
と
住
所
を
確

認
で
き
る
も
の
（
保
険
証
・
免

許
証
・
学
生
証
な
ど
）
を
添
え

て
、
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
お
持
ち
く

だ
さ
い
。
利
用
者
カ
ー
ド
を
作

成
い
た
し
ま
す
。

●
本
の
返
却

利
用
者
カ
ー
ド
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。
開
館
中
は
カ
ウ
ン
タ

ー
ま
で
、
閉
館
中
は
ブ
ッ
ク
ポ

ス
ト
ま
で
本
の
み
を
お
出
し
く

だ
さ
い
。

お
は
な
し
会
　

１
月
18
日
　
水
曜
日
　
中
央
公

民
館
　
図
書
室

午
後
２
時
30
分
〜
午
後
３
時
30

分新
し
い
年
に
、
ふ
さ
わ
し
い
楽

し
い
お
話
を
用
意
し
て
、
待
っ

て
い
ま
す
。

新
刊
紹
介

―
中
央
公
民
館
―

■「
に
ぎ
や
か
な
天
地
」上
・
下

宮
本
輝
・
著
■
「
そ
の
日
の
ま

え
に
」
重
松
清
・
著
■
「
き
み

の
友
だ
ち
」
重
松
清
・
著
■

「
心
に
橋
を
架
け
る
言
葉
」
加

藤
諦
三
・
著
■
「
も
っ
た
い
な

い
ー
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｉ
」
ワ

ン
ガ
リ
ー
・
マ
ー
タ
イ
・
著
■

「
告
白
」
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
Ｒ
・

ジ
ェ
ン
キ
ン
ス
・
著
■
「
ア
ン

パ
ン
マ
ン
を
さ
が
せ
」「
ド
ラ

え
も
ん
を
さ
が
せ
」

―
文
化
セ
ン
タ
ー
―

■「
ネ
ク
ロ
ポ
リ
ス
・
上
・
下
」

恩
田
陸
・
著
■
「
明
る
い
夜
」

黒
川
創
・
著
■
「
ア
ン
ボ
ス
・

ム
ン
ド
ス
」
桐
野
夏
生
・
著
■

「
三
番
手
の
男
」
童
門
冬
二
・

著
■
「
も
の
の
名
前
」
北
橋
隆

史
・
著
■
「
ひ
き
つ
け
・
け
い

れ
ん
は
小
児
て
ん
か
ん
を
疑

え
」
金
澤
治
・
著
■
「
告
白
」
チ

ャ
ー
ル
ズ
・
ロ
バ
ー
ト
・
ジ
ェ

ン
キ
ン
ス
・
著
■
「
木
の
い
の

ち
」
立
松
和
平
・
山
中
桃
子
・

絵
■
「
ち
び
く
ま
」（
キ
ャ
サ
リ

ン
・
ア
リ
ソ
ン
・
文
　
ピ
ア
ー

ズ
・
ハ
ー
パ
ー
・
絵
■
「
き
つ
ね

と
ぶ
ど
う
」
坪
田
譲
治
・
作

い
も
と
よ
う
こ
・
絵
■
「
お
い

も
を
ど
う
ぞ
」
柴
野
民
三
・
原

作
　
い
も
と
よ
う
こ
・
文
・
絵

15

図書室名
中央公民館
図書室

午前９時～
午後５時

火曜日、祝日、年末年始、
年１回蔵書点検期間

文化センター
図書室

午前９時～
午後５時

月曜日、火曜日、年末年始、
年１回蔵書点検期間

小川地区公民館
図書室

午後１時～
午後５時

火曜日、祝日、年末年始、
年１回蔵書点検期間

志賀野地区公民館
図書室

午後１時～
午後５時

火曜日、祝日、年末年始、
年１回蔵書点検期間

開館時間 休　館　日

リズムにのって
歌おうよ！

（合唱クラブ募集）

毎週土曜日
午前９時

中央公民館視聴覚室



■
ス
ポ
ー
ツ
団
体
紹
介

■
「
野
上
美
里
招
待
『
お
別
れ
』

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」

去
る
11
月
23
日
（
水
）、
野

上
中
学
校
体
育
館
に
お
い
て
、

『
お
別
れ
』
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年

最
後
の
大
会
と
い
う
こ
と
で
、

今
大
会
に
海
南
市
か
ら
７
チ
ー

ム
招
待
し
て
合
計
10
チ
ー
ム
で

の
大
会
と
な
り
ま
し
た
。
子
ど

も
達
は
日
頃
の
練
習
の
成
果
を

大
い
に
発
揮
し
、
大
熱
戦
を
繰

り
広
げ
ま
し
た
。
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
。

★
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

【
優
　
勝
】
野
上
少
女
バ
レ
ー

【
準
優
勝
】
紀
の
国
Ｖ
Ｂ
Ｃ

【
３
　
位
】
志
賀
野
少
女
バ
レ
ー

【
３
　
位
】
巽
少
女
バ
レ
ー

■
「
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
『
お
別

れ
』
少
年
野
球
大
会
」

去
る
11
月
13
日
（
日
）、
美

里
町
立
下
神
野
小
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
お
い
て
、
ス
ポ
少
『
お

別
れ
』
少
年
野
球
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
年
最
後
の
大

会
で
、
大
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。

【
優
　
勝
】
野
上
少
年
野
球

【
準
優
勝
】
北
野
上
少
年
野
球

※
延
長
10
回
０
対
０
の
た
め
、

９
人
制
ジ
ャ
ン
ケ
ン
に
よ
り
順

位
決
定

■
ミ
カ
サ
カ
ッ
プ
第
26
回
県
下

小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
女

選
手
権
大
会
〈
海
南
海
草
予

選
〉

10
月
23
日
〔
海
南
市
立
加
茂
第

一
小
学
校
体
育
館
〕

野
上
少
女
バ
レ
ー
（
２
―
０
）

う
つ
み
、
野
上
少
女
バ
レ
ー

（
２
―
０
）
亀
川
　
※
県
大
会

へ
出
場

〈
県
大
会
〉
11
月
20
日
〔
白
浜

町
立
総
合
体
育
館
〕
野
上
少
女

バ
レ
ー
（
０
―
２
）
高
城

■
第
20
回
海
南
海
草
小
学
生
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

11
月
13
日
〔
海
南
市
立
拝
待
体

育
館
〕

予
選
（
リ
ン
ク
戦
）
野
上
少
女

バ
レ
ー
（
１
―
１
）
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ

Ｓ
、
野
上
少
女
バ
レ
ー
（
２
―

０
）
日
方

◇
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
　
野
上

少
女
バ
レ
ー
（
２
―
０
）
毛
原
、

準
決
勝
　
野
上
少
女
バ
レ
ー

（
２
―
０
）
大
野
黒
江
、
決
勝

野
上
少
女
バ
レ
ー
（
２
―
０
）

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｓ

【
優
　
勝
】
野
上
少
女
バ
レ
ー
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※
興
味
の
あ
る
種
目
、
団
体
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
生
涯
学
習
課

ま
た
は
学
事
・
生
涯
学
習
室
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

所　　　属 ク　　ラ　　ブ　　名　　等

スポーツ少年団所属 野上少年野球クラブ、志賀野スポーツ少年団野球部、美里スポーツ少年

団（少年野球）、野上少女バレー、志賀野少女バレー、毛原スポーツ少

年団（少女バレー）、野上ジュニアサッカークラブ、長谷毛原スポーツ

少年団バドミントン部、生石少年剣道クラブ、少林寺拳法野上スポーツ

少年団、拳武館美里（空手）、新体操クラブ

体育協会所属 オリオンクラブ（９人制バレー）、かわなみ（９人制バレー）、志賀野マ

マさんバレー（９人制バレー）、スターズ（９人制バレー）、上神野ママ

さんバレー（９人制バレー）、毛原ママさんバレー（９人制バレー）、ブ

リッコーズ（６人制バレー）、燃えよ！弾丸部（６人制バレー）、ポエッ

ト（ソフトバレー）、アバウト（軟式野球）、スペードエース（軟式野球）、

野上バドミントンクラブ、上神野バドミントンクラブ、毛原バドミント

ンクラブ、野上卓友会（卓球）、野上ゲートボール部、野上ペタンク部

その他 のかみアスリートクラブ（陸上）、生石フレンド（硬式野球）、野上ＦＣ

（サッカー）、アルティメッツ（ソフトバレー）、大成っ子レーボール（６

人制バレー）、ぽっちゃリーズ（６人制バレー）、野上人（６人制バレー）、

野中バスケ部ＯＢ（バスケットボール）、好友会（バスケットボール）、

winds（バスケットボール）、なんこつ空手部　げんこつ空手部、小川少年

野球クラブ、Ｋ２（軟式野球）、シューティングスター（軟式野球）、道上

葬祭（軟式野球）、チョーナンズ（軟式野球）、BINBIN（軟式野球）、健康

テニスクラブ、のかみパークゴルフ連盟、美里ゲートゴルフ協会



１
月
の
夜
９
時
頃
の
澄
み
切

っ
た
空
に
は
、
オ
リ
オ
ン
座
が

南
東
の
空
高
く
に
輝
い
て
い
ま

す
。
そ
の
足
元
、
地
上
か
ら
30

度
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
一
際
明
る

く
輝
く
星
を
見
つ
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
こ
の
星
は
シ
リ
ウ

ス
と
い
う
、
お
お
い
ぬ
座
の
１

等
星
で
す
。
シ
リ
ウ
ス
か
ら
少

し
北
よ
り
（
左
よ
り
）
に
は
、

若
干
暗
め
で
す
が
、
同
じ
く
１

等
星
の
プ
ロ
キ
オ
ン
（
こ
い
ぬ

座
）
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
星
に
代
表
さ
れ
る

二
匹
の
犬
は
、
狩
人
オ
リ
オ
ン

の
猟
犬
で
、
オ
リ
オ
ン
の
足
元

に
い
る
う
さ
ぎ
（
座
）
を
追
っ

て
い
る
姿
と
さ
れ
る
こ
と
が
多

く
あ
り
ま
す
。
他
に
も
、
狩
り

と
月
の
女
神
ア
ル
テ
ミ
ス
に
関

わ
り
の
あ
る
人
た
ち
の
犬
と
考

え
ら
れ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま

す
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
猟
犬

に
例
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
年
は
戌
年
（
い
ぬ
ど
し
）。

こ
れ
を
機
会
に
夜
空
に
輝
く
犬

た
ち
の
星
座
を
覚
え
て
み
ま
せ

ん
か
。

平
成
18
年
元
日
、
新
し
い
年

の
始
ま
り
と
と
も
に
、
紀
美
野

町
が
誕
生
し
ま
し
た
。
み
さ
と

天
文
台
は
こ
れ
か
ら
も
ま
す
ま

す
頑
張
っ
て
活
動
し
て
い
き
ま

す
！

（
み
さ
と
天
文
台

主
任
研
究
員
　
矢
動
丸
泰
）

広報�

施　設　名　等 ク　　ラ　　ブ　　名　　等
中央公民館

小川地区
公民館

町民コーラス「リリアンコール野上」、演劇「のかみ座」、リズム体操「野
上ダンスサークル」、野上吹奏楽団、ジャズダンスＢ．Ｂ、リズム体「DANCE
N EAT」、点字「ウインベス」、大正琴「どんぐりクラブ」、料理「エプロン
タイム」、男性料理、料理「なかよし会」、障害児サークル「クレヨン」、民
謡クラブ、大正琴「すずらん」、野上写真クラブ、詩吟、パッチワークの会、
野上児童合唱団、野上俳句会、パソコンサークル「あざみ」、パソコン学習
会、書道仮名「やまとがな」、インターネット、ペン習字、木彫り教室「野
上親木会」、洋画クラブ、日本画教室「花みずき」、書道サークル、茶道
（裏千家）、着付け、茶道（表千家）、健康体操、子育て支援「サポネットあ
ゆみ」、ちぎり絵、舞踊「藤乃会」、囲碁、英会話「コスモス」、おはなしサ
ークル「野いちごの会」、読書会、生花サークル、手話「つぼみ」、英会話
「ビーナス」、読み聞かせの会「てぶくろ」、短歌「つゆくさ」、学童保育
「ひまわり」

毛筆（細筆）講座、パッチワーク、男性料理、小川地区料理会、生け花（二）、
小川詠歌会、手編み、ちぎり絵、茶道、人形劇「ひまわりのたね」、郷土芸
能ジュニア小川郷土芸能保存会、絵手紙、健康体操、パソコン、小川ナツ
メロ会、トールペイント、生け花（一）

志賀野地区
公民館

手品講座、花作り、ビーズ手芸、アレンジメントフラワー、ワープロ、パソコ
ン、実用書道、老人会カラオケ、歌謡サークル、茶道、なつメロ、囲碁、料理

自然体験世代
交流センター

園芸教室、教養講座、交流センター編み物教室、読み聞かせ「ほたる」、大正
琴クラブ、美里短歌会

農村総合センター 書道教室、リズム体操

文化センター 美里ダンススポーツ、美里歌謡愛唱会

下神野地区 美茶会、アートフラワークラブ、美里民踊クラブ、安井手芸クラブ、デイ
サービス趣味の会「すこやか」、神野市場生け花クラブ

上神野地区 手芸「津川なかよしクラブ」

国吉地区 星ふる里囲碁クラブ、国吉手芸クラブ

長谷毛原地区 美里太鼓衆「鼓響」、毛原ハンディクラフト、毛原生け花クラブ、美里いき
いきコーラス、長谷生け花クラブ

真国地区 真国日本画クラブ、真国手芸クラブ

※
興
味
の
あ
る
活
動
や
団
体
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
生
涯
学
習
課

ま
た
は
学
事
・
生
涯
学
習
室
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
お
い
ぬ
座
　
犬
の
鼻
先
に
あ
た
る

部
分
で
輝
く
星
が
シ
リ
ウ
ス
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講
座
・
サ
ー
ク
ル
紹
介



平
成
７
年
１
月
17
日
５
時
46

分
に
発
生
し
た
阪
神
・
淡
路
大

震
災
に
お
い
て
災
害
時
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
重
要
性
が
認

識
さ
れ
１
月
17
日
を
「
防
災
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
」、
１
月

15
日
〜
21
日
ま
で
の
間
が
「
防

災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間
」
と

し
て
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
24
年
１
月
26
日
法
隆
寺

金
堂
壁
画
が
焼
損
し
た
た
め
、

こ
の
日
を「
文
化
財
防
火
デ
ー
」

と
定
め
全
国
的
に
文
化
財
防
火

運
動
を
展
開
し
、
か
け
が
え
の

な
い
文
化
財
を
火
災
等
か
ら
守

る
た
め
国
民
一
人
ひ
と
り
及
び

関
係
者
の
文
化
財
愛
護
、
防
火

意
識
の
高
揚
を
図
っ
て
い
ま

す
。消

火
栓
や
防
火
水
槽
を
ご
存

知
で
し
ょ
う
か
？
消
火
活
動
に

欠
か
せ
な
い
施
設
で
、
消
火
に

必
要
な
水
を
消
防
隊
に
供
給
す

る
も
の
で
す
。

消
防
署
で
は
定
期
的
に
点

検
・
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
消
火
栓
や
防
火
水
槽
付
近

に
駐
車
車
両
が
あ
る
と
障
害
に

な
り
、
一
刻
を
争
う
消
火
活
動

の
妨
げ
と
な
り
ま
す
の
で
、
こ

れ
か
ら
も
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

＊
駐
車
禁
止
場
所

・
消
火
栓
か
ら
５
メ
ー
ト
ル
以

内
の
部
分

・
消
防
用
防
火
水
槽
の
給
水
口

若
し
く
は
、
吸
管
投
入
口
か

ら
５
メ
ー
ト
ル
以
内
の
部
分

・
消
防
用
防
火
水
槽
の
側
端
又

は
、
こ
れ
ら
の
道
路
に
接
す

る
出
入
り
口
か
ら
５
メ
ー
ト

ル
以
内
の
部
分

＊
そ
の
他

・
消
防
団
分
団
庫
（
消
防
車
格

納
庫
等
）
の
側
端
又
は
、
こ

れ
ら
の
道
路
に
接
す
る
出
入

り
口
か
ら
５
メ
ー
ト
ル
以
内

の
部
分

・
駐
車
車
両
の
右
側
の
道
路
上

に
3.5
メ
ー
ト
ル
以
上
の
余
地

が
な
い
場
合

消
防
法
の
改
正
に
伴
い
、
紀

美
野
町
火
災
予
防
条
例
が
改
正

さ
れ
、
一
般
住
宅
（
戸
建
・
マ

ン
シ
ョ
ン
・
ア
パ
ー
ト
・
店
舗

等
併
用
住
宅
の
住
宅
部
分
）
に

住
宅
用
防
災
機
器
の
設
置
が
義

務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

○
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
期
日

・
新
築
の
住
宅

平
成
18
年
６
月
１
日
か
ら
設

置
が
義
務
で
す
。

・
既
存
の
住
宅

平
成
23
年
５
月
31
日
ま
で
に

設
置
が
必
要
で
す
。

○
悪
質
な
訪
問
販
売
等
に
要
注
意
！

消
火
器
と
同
様
に
悪
質
な
訪

問
販
売
や
点
検
に
関
す
る
ト
ラ

ブ
ル
が
発
生
し
て
い
ま
す
の
で

十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、

後
日
各
戸
に
配
布
し
ま
す
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

紀
美
野
町
の
誕
生
に
伴
い
、

同
じ
読
み
方
の
地
名
が
あ
り
ま

す
。

【
旧
野
上
町
長
谷
―
旧
美
里
町
永
谷
】

【
旧
野
上
町
釜
滝
―
旧
美
里
町
鎌
滝
】

１
１
９
番
通
報
時
に
は
分
か

り
や
す
く
所
在
を
伝
え
て
い
た

だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま

す
。

18

平
成
18
年
１
月
１
日
旧
野
上
町
・
旧
美
里
町
が
合
併
し
、
紀
美

野
町
が
誕
生
し
た
こ
と
に
伴
い
、
昭
和
53
年
10
月
か
ら
野
上
美
里

消
防
組
合
・
野
上
町
・
美
里
町
そ
れ
ぞ
れ
で
行
っ
て
い
た
消
防
業

務
を
本
年
１
月
１
日
よ
り
統
合
し
、
名
称
を
紀
美
野
町
消
防
本

部
・
消
防
署
・
消
防
団
に
改
め
、
消
防
職
団
員
一
致
団
結
し
、「
災

害
に
強
い
町
」
紀
美
野
町
の
実
現
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

な
お
、
紀
美
野
町
消
防
訓
練
初
め
式
は
１
月
８
日
（
日
）
午
前

９
時
よ
り
紀
美
野
町
総
合
運
動
場
に
お
い
て
開
催
致
し
ま
す
の
で

皆
様
ご
来
場
下
さ
い
。

１
月
17
日
は
「
防
災

と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

日
」
で
す
。

住
宅
用
防
災
（
火
災
）

警
報
器
に
つ
い
て

１
月
26
日
は
「
文
化

財
防
火
デ
ー
」
で
す
。

消
火
栓
の
付
近
で
の

駐
車
の
禁
止

消
防
署
か
ら
の
お
願
い

消
防
機
関
の
名
称

紀
美
野
町
消
防
本
部
・
消
防
署

紀
美
野
町
消
防
団
本
部

所
　
　
在
　
　
地

和
歌
山
県
海
草
郡
紀
美
野
町
下
佐
々
８
０
３
番
地
１

電
　
話
　
番
　
号

消
防
本
部
　
　
４
８
９
―
５
１
４
６
（
代
表
）

消
防
署
　
　
　
４
８
９
―
６
３
０
０

庶
務
課
　
　
　
４
８
９
―
６
３
０
１

警
防
課
　
　
　
４
８
９
―
６
３
０
２

予
防
課
　
　
　
４
８
９
―
６
３
０
３

消
防
団
係
　
　
４
８
９
―
６
３
０
１
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編　集　後　記
あけましておめでとうございます。
新年の幕開けとともに、新町紀美野町も新

たなスタートを切りました。
皆さまにおかれましても、忘れられない記

念すべき新年を迎えられたことでしょう。
この「広報きみの」創刊号は、昨年11月か

ら旧両町の広報担当が協力して作成してまい
りました。第２号からは、紀美野町総務課で
作成し、皆さまに行政情報を提供していくこ
とになります。
今後とも、変わりませずよろしくお願いい

たします。

次回の普通救命講習・再講習は、2月5日
尊い命を救うためには、バイスタンダー（傷病者のそばに居合わせた人）による応急手当が極めて重要です。
若しもの時の為に、あなたも受講してみませんか？
なお、現在修了証をお持ちの方で前回受講してから今年中に２年を迎える方は、再講習を受講してください。
講習内容（１）心肺蘇生法の習得　（２）大出血時の止血法の習得　（３）その他応急手当に関すること
講習時間 午前９時から正午までの３時間講習です。
講習場所 紀美野町消防本部　　受講料 無料
申し込み期限 受講しようとする月の前月の20日まで
申し込み（問い合わせ）先 紀美野町消防本部警防課まで　TEL ４８９－６３０２
そ の 他 ・定員の都合上、日を改め実施することもあります。

・職場、学校、自治会等の団体での申し込みは、随時受け付けています。



去
る
12
月
４
日
、
美
里
町
文
化
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
「
美
里
町
閉
町
記
念
式

典
」が
開
催
さ
れ
、和
歌
山
県
知
事
代
理

の
小
倉
正
義
海
草
振
興
局
長
、
鶴
保
庸

介
参
議
院
議
員
を
は
じ
め
と
す
る
来
賓

の
方
々
、
感
謝
状
贈
呈
者
、
招
待
者
、
職

員
な
ど
約
３
０
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
出
席
者
全
員
に
よ
る
国

歌
斉
唱
に
続
き
、
善
行
が
特
に
優
れ
他

の
模
範
と
な
る
方
へ
の
感
謝
状
の
贈
呈

を
は
じ
め
、
自
治
、
産
業
、
教
育
文
化
、

社
会
福
祉
の
各
分
野
で
ご
活
躍
さ
れ
た
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美

里

町
美里町閉町記念式典会場（美里町文化センターみさとホー美里町閉町記念式典会場（美里町文化センターみさとホール）ル）�美里町閉町記念式典会場（美里町文化センターみさとホール）�

方
々
及
び
団
体
に
感
謝
状
が
贈

呈
さ
れ
、
そ
の
功
績
を
讃
え
ま

し
た
。

段
木
美
里
町
長
は
式
辞
で

「
昭
和
28
年
の
未
曾
有
の
大
水

害
以
来
、
町
民
総
ぐ
る
み
額
に

汗
し
て
築
い
て
き
た
美
里
町
50

年
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
す
こ
と

に
対
し
一
抹
の
寂
し
さ
を
覚
え

ま
す
が
、
郷
愁
に
浸
っ
て
い
る

訳
に
は
ま
い
り
ま
せ
ん
。
今
大

切
な
こ
と
は
、
住
民
の
お
ひ
と

り
お
ひ
と
り
が
、
フ
レ
ッ
シ
ュ

な
気
持
ち
で
新
し
い
町
の
構
築

に
向
か
っ
て
力
強
く
前
進
す
る

こ
と
で
す
。」
と
述
べ
ま
し
た
。

最
後
は
、
美
里
町
の
１
年
間

の
流
れ
を
記
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
四

季
彩
り
の
美
し
き
里
」
を
上
映

し
、
美
里
町
50
年
の
歴
史
は
幕

を
閉
じ
ま
し
た
。

感謝状の贈呈を受ける松本規さん（善行の部）感謝状の贈呈を受ける松本規さん（善行の部）�感謝状の贈呈を受ける松本規さん（善行の部）�

去
る
12
月
11
日
、
野
上
町
中
央
公
民

館
に
お
い
て
「
野
上
町
閉
町
式
典
」
が

開
催
さ
れ
、
和
歌
山
県
知
事
代
理
の
小

倉
正
義
海
草
振
興
局
長
を
は
じ
め
と
す

る
来
賓
の
方
々
、
感
謝
状
贈
呈
者
、
招

待
者
、
町
職
員
な
ど
約
３
０
０
人
が
出

席
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
国
歌
、
町
民
歌
斉
唱
に

続
き
、
自
治
、
社
会
福
祉
、
教
育
文
化

な
ど
各
分
野
で
ご
活
躍
さ
れ
た
１
１
１

名
の
方
々
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
、
そ

の
功
績
を
讃
え
ま
し
た
。

野

上

町
野上町閉町式典風景（野上町中央公民館大ホール）野上町閉町式典風景（野上町中央公民館大ホール）�野上町閉町式典風景（野上町中央公民館大ホール）�

黒
西
町
長
は
式
辞
で
「
昭
和
30
年
に

野
上
町
が
誕
生
し
て
以
来
、
集
中
豪
雨

な
ど
の
自
然
災
害
や
厳
し
い
経
済
状
況

な
ど
の
困
難
な
時
代
が
あ
り
ま
し
た

が
、
多
く
の
先
輩
諸
氏
の
並
々
な
ら
ぬ

ご
苦
労
に
よ
り
、
そ
の
時
々
の
幾
多
の

困
難
を
乗
り
越
え
、
今
日
の
繁
栄
を
築

い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
た
ち
が
永

年
親
し
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
野
上
町
の

名
前
が
な
く
な
る
こ
と
に
、
一
抹
の
寂

し
さ
を
感
じ
ま
す
が
、
紀
美
野
町
が
希

望
に
満
ち
た
素
晴
ら
し
い
町
と
な
り
ま

す
よ
う
に
皆
様
方
と
と
も
に
力
を
合
わ

せ
る
こ
と
を
誓
い
合
い
た
い
と
思
い
ま

す
。」
と
述
べ
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
舞
台
に
掲
げ
ら
れ
て
い

た
町
旗
が
黒
西
町
長
と
鷲
谷
町
議
会
議

長
に
よ
っ
て
降
納
さ
れ
、
最
後
に
出
席

者
全
員
に
よ
る
万
歳
三
唱
を
行
い
、
式

典
を
閉
じ
ま
し
た
。

町旗を降納する黒西町長と鷲谷議長町旗を降納する黒西町長と鷲谷議長�町旗を降納する黒西町長と鷲谷議長�


